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遙拝堰

球磨川堰

新前川堰

◆１．遙拝堰下流の自然再生に関する重点箇所（遙拝堰～新前川堰、球磨川堰間）
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調 査 項 目

調査時期

調査内容8～9月
（成長期）

10～11月
（産卵期）

(1)流況調査
①

②（平水位以上）
①

②（平水位）

①ADCP（超音波ドップラー流向流速計）を用いた流向、微流速、
水深の計測
②瀬・淵分布状況の把握

(2)利用状況調査
①
②

①
②

①潜水観察調査
②河床状況調査

(3)餌環境調査
①
②

①付着藻類調査
②胃内容物調査

３

４
５

６

７

２．アユの生息状況の把握

◆平成２４年度から遙拝堰下流から新前川堰、球磨川堰間のモニタリング調査を実施。
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新前川堰

Ｔ．Ｐ ３．５ｍ

Ｔ．Ｐ ８．５ｍ

新前川堰 Ｔ．Ｐ ３．５ｍ

球磨川堰 Ｔ．Ｐ ３．１ｍ 国道２１９号

球磨川大橋

ＪＲ球磨川橋 遙拝堰

下流堰の湛水影響範囲

２．アユの生息状況の把握

７．８

７．６

７．４

８．０ ８．２
８．４

８．６ ８．８ ９．０

７．２

７．０

６．８

６．６

６．４

６．２

６．０

◆河床高調査結果（平成２３年度のマルチビーム測量による測定値）

アユの生息・産卵の場として
利用されている瀬、淵の箇所

－３－
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◆流向、流速調査結果（平成２４年度のＡＤＣＰ【流向、流速計】による調査）

⑤

④

⑦

⑥

⑦

⑥

⑤

④

観測層：０．７ｍ 観測層：０．９ｍ

●調査期日：平成２４年９月４日 （流量：約１１７m3/s）

２．アユの生息状況の把握

－４－
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◆流向、流速調査結果（平成２４年度のＡＤＣＰ【流向、流速計】による調査）

⑤

④

⑦

⑥

⑦

⑥

⑤

④

●調査期日：平成２４年１１月７，８日 （流量：約５９m3/s）

観測層：０．７ｍ 観測層：０．９ｍ

２．アユの生息状況の把握

－５－



↓ 試験施工

← 予備施工
①②

⑤

⑦

③

④

⑥

◆アユの生息環境調査（採餌場、産卵場等の調査）

：成長期の利用環境（採餌場）
：産卵期の利用環境（産卵場）

成長期（8 月～9 月） 産卵期（10 月～11 月） 

多い  ⇔  少ない  ⇔  利用無し 多い  ⇔  少ない  ⇔  利用無し

地点① 

地点② 

地点③ 

地点④

地点⑤ 

地点⑥ 

地点⑦

地点① 

地点② 

地点③※ 

地点④

地点⑤※ 

地点⑥ 

地点⑦

※産卵場を確認

２．アユの生息状況の把握

⑤ ④

⑦

③ ① ②

最大約１３ｃｍ最大約２０ｃｍ

最大約２３ｃｍ最大約１３ｃｍ

産卵を確認

利用なし

利用なし

⑥

－６－

球磨川の環境イメージとして定着し、かつ球磨川を回遊し、瀬・淵の環境を
必要とする魚類として、アユを対象種とし生息環境調査を実施。




